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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は紀伊半島の四万十累帯について, とくに粗粒堆積物か らみた地質構造発達史を取扱ったもの
で, 3つの部分からなっている｡
第 1部は四万十累帯の北半部を占め, 主として白亜系からなる日高川層群の疎岩, 砂岩の諸性質につい






第3部は, 中期中新続の熊野 ･田辺両層群の硬岩, 砂岩の諸性質についての概括的記載が付加され, 罪





明らかでないが, 白亜紀には eugeosynlicnalな環境にあった｡ 著 しい沈降と堆積はさらに新第三紀初期
にまで引続いた｡ しかしその環境はmiogeosynclinalなものに変化した｡ このことは日高川, 牟宴層群の
堆積物の一般的特徴と砂岩の諸性質から明らかにされた｡ 両層群の地質構造のちがいは, その間における
造構運動の存在を示 し, しかも堆積環境の変化と対応 していることをも示 している｡ 最も顕著な造横連動
は牟婁層群堆積後におこり, その結果四万十地向斜は消滅 した｡ これは牟宴層群と熊野 ･田辺両層群の間
の斜交不整合に示され, さらに両者の粗粒堆積物の著 しい差異においても示されている｡ このような四万
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十地向斜の発達史を見ると, 地向斜の生成から消滅に至る過程は, 西南日本内帯における火成活動, さら
に東アジア地域における燕山運動と密接な因果関係をもっていることが指摘される｡
四万十地向斜へ砕屑物をもたらした後背地は北方の地域に求められる｡ 内帯の中生代火山岩類, 領家帯
の各種岩石, 秩父累帯の古生層, いわゆる烏ノ巣層群が主要な砕屑物供給源であった｡ これらの地域は白




な低地帯であったと推定されるが, 新第三紀に入ってからは主たる供給地へと変化 していった｡ 疎岩の検
討から太平洋の発展史に関して1つの問題点が明らかにされたO それは紀伊半島南端部の牟婁層群中にお
ける orthoquartzite磯の存在である｡orthoquartziteはその供給源を現在の日本列島中に求めること
は出来ない｡ さらにこれらが紀伊半島の南端部に限って存在 し, しかも paleocurrentの研究によれば南
東から北西方向への供給が存在 したことが示されている｡ 以上の事実を合せて考察すると, 四万十地向斜
の外側, 現在の太平洋下に牟宴層群堆積時に陸地の存在したことが推定される｡
参考論文 1では牟宴層群の時代について, 4および5では牟宴層群の層序と地質構造, 本論文に含まれ
る2地域の粗粒堆積物に関する研究の一部がのべられている0 2, 3では中部地方の四万十累帯の層序,
構造についての研究結果がのべられている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
西南口本外帯の静岡県から南九州にかけて, ←l]生代～古第三紀を通じて存在していた地向斜地帯は四万
十累帯と呼ばれている｡ 化石が極めて稀であることと, 地質構造の複雑さのために研究の進展が阻まれて






察し, 地向斜の変化と構造発達史を論 じた｡ 堆積層の全体的な性格の変化から, 四万十地向斜が白亜紀日
高川層群の eugeosynclineの性格から, 古第三紀 (牟婁層群) には miogeosynclineの性質のものに変
化する事を推察しているが, この事を砂岩の性質が graywacke型からarkose型への変化に対応してい
る事を明らかにしている｡ さらにこの2つの地層群の地質構造のちがいから, この間に造横連動が伴って





にした｡ それのみならず, それらの構成物質の量的または質的変化から, 四万十地向斜の時代には旗家帯







してとらえており, 外滞地向斜の研究を大きく進展させたものである｡ さらに orthoquartzite裸の発見
により太平洋側に陸地存在の可能性を指摘 した ことは, 従来の常識を破る重要な貢献であると信じられ
る｡
参考論文 5 編の中3 編は牟婁層群に関する研究で本論文の基礎資料をなすものであるo 他の2 編は中部
地方の四万十累帯に関するものであり, 申請者の広い学識を示しているO
要するに本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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